
 
令和４年度 修学旅行について 

 

現段階での対応について  

 本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、大変にありがとうございます。現段階 

での修学旅行につきましては、緊急事態宣言が発出されない限りは実施の予定です。ま 

だコロナ感染が収まりきっていない中での実施となります。ご不安な点は多々あるか 

と思いますが、感染対策をとり、万全の体制をとって実施いたしますので、何とぞご理 

解のほど、よろしくお願いいたします。 

 

実際にあった本区での事例（高熱の場合）  

 ２日目の朝、男子生徒が 37.6 度の熱が出た。食欲もあり倦怠感もないようである 

が、のどが痛いという状況。午前中のうちに近鉄特急で京都の宿舎に戻って様子を見る 

ことにした。看護士と添乗員に待機してもらった。11 時過ぎに連絡があり、熱が 38.8 

度まで上がった。近くの病院に連絡したが看てもらえない状態で、「修学旅行専用 24 

時間ダイヤルに連絡し、病院に行く方向で進めている」と連絡が入った。12 時過ぎに 

病院が決まり、業者から連絡があり PCR 検査をするので、保護者の同意をとるよう言 

われ保護者に連絡して確認をとった。17 分後に結果が出て陰性であったが、保護者に 

連絡して迎えに来てもらうようにした。18 時 30 分に父親に引き渡した。 

 この対応は、結果が陰性で業者が高熱で処理したので、保護者・生徒の交通費は保険 

から出た。PCR 検査代は、個人負担になるので父親から徴収した。 

 

 ⇒ 万が一、上記の検査結果が陽性だった場合には、現地での留め置きになります

（交通機関等での移動ができないため）。保険で救援者の費用は出ますが、救援

者が現地でホテル等での面倒を見ることになります。ただし、京都府や京都市か

ら陽性時にかかる費用の助成があります。日頃からの健康観察、修学旅行当日の

体調が悪い場合は出席を見合わせる等が必要だと思われます。 

 

本校の保険内容について  

 ①学校旅行総合保険 

  ・傷害 ・個人賠償責任 ・救援者費用･･･親族等の現地派遣費用（2 名分） 

  ⇒  旅行出発前に発病した病気により治療を受けた場合は、救援者費用の支払い

はできない 

  ⇒  救援者については、現地および現地までの行程における宿泊施設客室料は支

払い可能（救援者 1 名につき 14 日分まで） 

   

 ②新幹線運休保険 

  ・追加宿泊費用 ・追加交通費用 ・追加食事費用 

  ⇒ 乗車中の新幹線が遅延し、最終目的地への到着が予定

時刻より 2 時間以上遅れることで補償 

 

大森第二中学校 
     保護者通信 

令和 4 年修学旅行号  
大森第二中学校  
校長 成清敏治  
TEL 3762-6456 


